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五
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ご
不
明
な
点
、
加
入
申
込
は
社
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

命
日
祭
（
永
代
神
楽
講
）
入
会
の
ご
案
内

《
ご
参
列
案
内
》

《
永
代
祭
祀
料
》…

　
金1

万
円

《
祭
典
》　

護
国
神
社
で
は
、
ご
英
霊
の
ご
遺
徳
、
御
心
を
お
偲
び
し
永
代
に

わ
た
っ
て
慰
霊
顕
彰
申
し
上
げ
る
為
に
、
毎
日
、
祥
月
命
日
祭
を

斎
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
命
日
祭
で
は
毎
年
、
ご
命
日
ま
た
は
ご
指
定
の
日
に
ご
英
霊
名

奏
上
、
神
楽
「
み
た
ま
慰
め
の
舞
」
奉
奏
、
ご
参
列
の
皆
様
に
玉

串
拝
礼
を
戴
き
、
祭
典
を
行
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
雄
々
し
く
も
散
華
さ
れ
ま
し
た
ご
英
霊
の
ご

遺
徳
を
子
々
孫
々
に
継
承
す
る
為
に
、
ま
だ
未
加
入
の
方
々
は
是

非
と
も
お
申
込
み
下
さ
る
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

入
会
時
の
み
の
料
金
で
す
。
年
会
費
は
不
要
で
す
。

※

二
柱
以
上
の
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ご
命
日
ま
た
は
指
定
さ
れ
た
日
の
午
前
十
一
時
よ
り
。

命
日
祭
は
毎
日
斎
行
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
命
日
祭
当
日
ご
欠
席
の

場
合
は
都
合
の
よ
い
日
に
ご
一
報
の
う
え
、
ご
参
列
下
さ
い
。

（
但
し
、
春
大
祭
、
秋
大
祭
、
正
月
は
祭
典
等
の
ご
都
合
で
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。
）

毎
年
指
定
日
の
一
ヶ
月
前
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す

こ
の
祭
典
は
永
代
に
わ
た
っ
て
ご
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
す
る
こ
と
を
旨

と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
・
ご
縁
故
の
方
々
を
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

①
祝
詞
奏
上

②
神
楽
舞

③
玉
串
拝
礼

④
呈
茶

御祭神のお名前を奏上し、
「みたま安かれ」と祈念します。

巫女が「みたま慰めの舞」
を奉仕致します。

ご参列の皆様には玉串をお供え
しご拝礼戴きます。

ご参拝後、お抹茶と和菓子を
ご用意しております。


